
い
つ
食
べ
る
か
？

横 澤 泰 雄

で
し
ょ
！

馬ウ
マ
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山
形
県
を
代
表
し
て
、
大
阪

の
「
串
か
つ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
殴

り
込
み
を
か
け
た
バ
ー
ニ
ッ
ク
・

ナ
ガ
イ
と
「
馬
肉
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー

串
」。
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え

て
大
阪
か
ら
届
い
た
串
か
つ
を
も

と
に
、
さ
ら
に
美
味
し
く
、
も
っ

と
長
井
ら
し
く
昇
華
さ
せ
た
逸
品
。

馬
肉
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
の
し
っ
か
り

と
し
た
味
わ
い
と
、
オ
ク
ラ
の
軽

や
か
な
歯
ご
た
え
が
ベ
ス
ト
マ
ッ

チ
し
て
、
本
家
の
新
世
界
串
か
つ

を
遥
か
に
凌
ぐ
美
味
し
さ
に
。
来

年
グ
ラ
ン
プ
リ
狙
う
な
ら
「
馬

肉
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
串
か
つ
」
で

し
ょ
！

㈱
中
央
会
館
の

「
馬
肉
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
串
か
つ
」

1
日
㈫	

創
邑
会
（
研
修
室
）

2
日
㈬	

創
邑
会
（
研
修
室
）

3
日
㈭	

三
役
会
（
会
頭
室
）

	

常
議
員
会
（
ア
ゼ
リ
ア
）

4
日
㈮	

マ
ル
経
審
査
会
（
研
修
室
）

6
日
㈰	

も
と
ま
ち
青
空
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３

8
日
㈫	

選
挙
会
（
会
頭
室
）

	

な
が
い
産
業
フ
ェ
ア
出
店
・
出
展
企
業
説
明
会

（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

10
日
㈭	

な
が
い
産
業
フ
ェ
ア
企
画
実
行
委
員
会
（
研
修
室
）

12
日
㈯	

横
丁
ア
ー
ト
セ
ッ
シ
ョ
ンin

あ
ら
ま
ち

13
日
㈰　

江
戸
川
区
民
ま
つ
り
出
展（
東
京
都
江
戸
川
区
）

	

マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
東
北
大
会
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

14
日
㈪	

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟

会
小
国
大
会
（
小
国
町
）

19
日
㈯　

な
が
い
産
業
フ
ェ
ア
（
Ｔ
Ａ
Ｓ
）

	

長
井
線
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
式
典（
赤
湯
駅
）

20
日
㈰	

長
井
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
）

22
日
㈫	

実
務
セ
ミ
ナ
ー
価
格
交
渉
術
講
座（
ア
イ
リ
ス
）

27
日
㈰	

青
年
部
例
会
（
長
井
市
内
）

今
月
の
行
事
予
定
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創業者たち
シリーズ

　

こ
の
ほ
ど
の
臨
時
総
会
改
選
に
て
生
活

衛
生･

観
光
部
会
部
会
長
に
推
挙
さ
れ
、

議
員
（
部
会
選
任
２
号
議
員
）
に
選
任
さ

れ
た
。（
任
期
は
11
月
1
日
か
ら
〜
）

　

ご
本
人
は
昭
和
25
年
5
月
、
寺
泉
生
ま

れ
。
西
根
中
時
代
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に

所
属
し
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
担
当
。
楽
器
演

奏
で
鍛
え
た
心
肺
機
能
は
長
井
高
校
時
代

の
水
泳
部
で
発
揮
さ
れ
、
国
体
に
出
場
し

た
経
歴
を
持
つ
。

　

高
校
を
昭
和
44
年
に
卒
業
。
地
元
の
加

藤
組
に
入
社
し
主
に
駅
前
の
カ
ト
ウ
家
具

に
14
年
勤
務
し
た
。「
大
き
な
業
界
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
・

レ
オ
等
を
持
つ
㈱
コ
マ
レ
オ
に
転
身
、
南

陽
店
長
、
米
沢
店
長
、
単
身
赴
任
で
の
鎌

田
（
福
島
）
店
長
歴
任
。
同
社
で
は
本
社

宣
伝
部
・
事
業
部
長
を
兼
任
し
た
。

　

そ
ん
な
時
「
そ
ろ
そ
ろ
地
元
に
」
と
声

が
掛
か
り
（
ご
縁
あ
っ
て
）
平
成
11
年
に

加
藤
組
に
再
入
社
。（
当
時
同
社
が
経
営

し
て
い
た
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
的
場
（
以
下
、

的
場
）
は
Ｈ
12
オ
ー
プ
ン)

二
度
目
の
入

社
当
時
は
長
井
ダ
ム
が
施
工
中
。
Ｊ
Ｖ
工

事
事
業
体
か
ら
同
社
が
請
け
負
っ
た
現
場

で
Ｈ
17
年
1
月
ま
で
専
ら
現
場
作
業
員
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
。

　

加
藤
組
が
清
算
手
続
き
に
着
手
し
た
も

の
の
、
的
場
は
、
取
引
業
者
と
の
約
定
で

非
競
売
物
件
に
。
任
意
売
買
と
な
っ
た
当

時
の
的
場
を
平
成
18
年
に
購
入
し
た
法
人

が
㈲
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
だ
っ
た
。

　

35
室
あ
る
客
室
稼
働
率
は
高
く
特
に

5
、
7
、
9
月
は
自
動
車
学
校
の
合
宿
免

許
取
得
の
指
定
宿
泊
施
設
と
し
て
ほ
ぼ
満

室
。
ま
た
市
内
で
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
週
末
に
は
ア
ス
リ
ー
ト
の
宿
と
し
て

人
気
が
高
い
。「
設
備
改
善
、
消
費
増
税

…
客
室
料
金
を
ど
う
見
直
す
か
が
課
題
」

と
し
な
が
ら
日
々
の
客
室
準
備
に
怠
り
な

い
。
別
世
帯
を
持
つ
長
男
が
後
継
予
定
。

前
か
ら
。
テ

ナ
ン
ト
の
選

定
〜
改
装
設

計
〜
施
工
ま

□
コ
ン
セ
プ
ト
は
和
風
ダ
イ
ニ
ン
グ
居
酒
屋

　

こ
洒
落
た
お
店
が
長
井
駅
前
に
5

月
1
日
開
業
し
た
。
入
口
ド
ア
を
開

け
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
通
っ
て
店
内
に
。

Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
！　

山
形
屋
は

店
主
の
先
祖
（
あ
ら
町
の
絹
問
屋
）

の
屋
号
「
自
分
の
ル
ー
ツ
を
復
活
さ

せ
た
か
っ
た
」
か
ら
命
名
。
京
屋
敷

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
白
と
黒
で
統
一さ
れ

た
清
潔
感
あ
る
モ
ダ
ン
な
内
装
は「
女

性
に
支
持
さ
れ
る
和
風
ダ
イ
ニ
ン
グ
」

を
実
現
し
て
い
る
。

□
放
射
線
技
師
か
ら
の
転
身

　

前
職
は
小
国
町
立
病
院
。
30
年

余
勤
務
し
た
。
開
業
準
備
は
1
年
半

⑥ 生活衛生 ･観光部会部会長

青 木 芳 夫さん

⑥飲食店の創業事例
山形屋　やじろべえ　　店主　竹田道則（みちのり）さん（52）

●自宅では妻（61）三男（35）犬 ( ラブラドール )
暮らし。

　　趣味は模型製作とカラオケ。演歌の三羽ガラ
ス ( 大川栄作・三門忠司、鏡五郎 ) が十八番。
長井市水泳連盟副会長、西置賜地区保護司会事
務局長、長井高校鷹桜同窓会副会長

●ボックス席

有限会社プライオリティー　ホテルウィークリー的場
代表取締役社長　青木芳夫
〒 993-0041　山形県長井市九野本的場 326-2
☎ 0238-84-7613
FAX　0238-84-8311
info@hwmatoba.jp
http://www.hwmatoba.jp

●エントランスを通って店内に

●プライベートが保たれた
敷居が特徴

●カウンタ奥が厨房

●メニュー一例〜
串揚げ全品 130 円
5 本セット 600 円、10 本 1,100 円
サラダ（温野菜もあり）600 円〜
揚げ物　鳥唐揚げポン酢 550 円
焼き魚 500 円〜
馬肉（行者菜入り）餃子 550 円
一品料理 /モツ煮その他
ビール（グラス）500 円
日本酒（1合）480 円〜
サワー・酎ハイ 400 円
カクテル 430 円、ハイボール 450 円
おにぎり 350 円、ラーメン 650 円
デザート抹茶アイス
おまかせコース料理 2,500 円
女子会（飲み放題付）コース 3,500 円〜

で
順
調
に
進
む
。
空
調
と
水
廻
り
は

前
テ
ナ
ン
ト
内
装
を
活
か
し
た
。
厨

房
機
器
や
什
器
等
は
中
古
品
中
心
に

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
調
達
、
グ

ラ
ス
等
飲
料
機
器
は
メ
ー
カ
ー
か
ら

TEL・予約
050-5869-7534　（予約専用番号）
87-0882	（「食べログを見た」と
お伝えください）
長井市栄町 5-30-1

営業時間
18：00〜 23：30　（L.O.23：00）
夜 10 時以降入店可

定休日　日曜日
席数 38 席	（カウンター 5 席	
ボックス 4（テーブル 14 席）	座
敷 15 小上がり4席）

の
協
力
も
あ
り
、

す
べ
て
自
己
資

金
内
に
て
調
達

し
た
。

（
以
下
、
次
号
）
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10
月
31
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
役
員
・

議
員
改
選
に
つ
い
て
、
二
号
議
員
23
名
を
各

部
会
で
臨
時
総
会
を
開
催
し
選
任
し
た
。

　

二
号
議
員
は
9
月
13
日
に
選
挙
会
よ
り
公

示
さ
れ
た
。
任
期
は
２
０
１
６（
平
成
28
年
）

10
月
31
日
ま
で
の
三
年
間
。

　
二
号
議
員
（
23
名
）

〇
商
業
部
会
（
定
数
6
名
）

▼
後
藤
屋
肉
店
▼
㈲
タ
ナ
カ
▼
㈲
二
ツ
橋

商
店
▼
㈾
三
浦
屋
書
店
▼
㈱
山
菊
シ
ャ
ト

レ
ー
ゼ
山
形
長
井
店
▼
㈱
吉
田
カ
メ
ラ
長

井
鶴
岡
店

〇
工
業
部
会
（
定
数
5
名
）

▼
朝
日
金
属
工
業
㈱
▼
光
洋
精
機
㈱
山
形

工
場
▼
サ
ン
リ
ッ
ト
工
業
㈱
▼
㈱
四
釜
製

作
所
▼
㈱
丸
八
鉄
工
所

〇
建
設
部
会
（
定
数
5
名
）

▼
飯
鉢
工
業
㈱
▼
㈱
高
橋
設
備
▼
㈱
ノ
リ

ケ
ン
▼
葉
山
建
設
㈱
▼
ユ
ー
ケ
ン
工
業
㈱

〇
金
融
・
保
険
部
会
（
定
数
1
名
）

　

▼
㈱
き
ら
や
か
銀
行
長
井
支
店

〇
生
活
衛
生
・
観
光
部
会
（
定
数
3
名
）

▼
㈱
白
鷹
タ
ク
シ
ー
▼
㈱
中
央
会
館
▼
㈲

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー

〇
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
定
数
3
名
）

▼
㈱
北
原
産
業
▼
沼
澤
産
業
㈲
▼
渡
部
秀

一
司
法
書
士
事
務
所

　
部
会
の
新
役
員

　

各
部
会
の
臨
時
総
会
で
、
次
期
部
会
役
員

の
選
任
も
行
わ
れ
た
。
各
部
会
の
正
副
部
会

長
は
以
下
の
通
り
（
敬
称
略
）。

〇
商
業
部
会

【
部
会
長
】
㈱
ベ
ル
テ
ィ
ー
サ
イ
ト
ウ　

代
表
取
締
役　

齋
藤
喜
内
【
副
部
会
長
】

㈱
喜
助　

常
務
取
締
役　

尾
形
美
紀
子

【
同
】
㈱
さ
い
と
う　

代
表
取
締
役　

齋

藤
裕
之
【
同
】
㈱
吉
田
カ
メ
ラ
長
井
鶴
岡

店　

代
表
取
締
役　

佐
藤
一
成

〇
工
業
部
会

【
部
会
長
】
サ
ン
リ
ッ
ト
工
業
㈱　

取
締

役　

齋
藤
道
郎
【
副
部
会
長
】
㈱
吉
田
製

作
所　

代
表
取
締
役
会
長　

吉
田
功【
同
】

㈱
カ
ワ
イ
化
工　

工
場
長　

新
野
博
明

〇
建
設
部
会

【
部
会
長
】
飯
鉢
工
業
㈱　

代
表
取
締
役

　

飯
鉢
文
吉
【
副
部
会
長
】
那
須
建
設
㈱

　

代
表
取
締
役　

那
須
正
【
同
】
葉
山
建

設
㈱　

代
表
取
締
役
社
長　

安
部
義
裕

【
同
】
加
藤
建
築
設
計
事
務
所　

所
長　

加
藤
俊
昭

〇
金
融
・
保
険
部
会

【
部
会
長
】
山
形
中
央
信
用
組
合　

常
務

理
事　

渋
谷
道
治
【
副
部
会
長
】
㈱
山
形

銀
行
長
井
支
店　

支
店
長　

小
山
内
透

【
同
】
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
長
井
営
業
所

　

所
長　

熊
谷
直
浩
【
同
】
㈱
き
ら
や
か

銀
行
長
井
支
店　

支
店
長　

瀬
野
泰
弘

〇
生
活
衛
生
・
観
光
部
会

【
部
会
長
】
㈲
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー　

代

表
取
締
役　

青
木
芳
夫
【
副
部
会
長
】
酒

肴
庵
天
六　

勝
見
輝
生
【
同
】
頓
珍
館　

齋
藤
一
則
【
同
】
夜
間
飛
行　

井
上
貞
子

【
同
】
ヘ
ア
＆
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
Ｋ
ｏ

Ｍ
ａ
Ｔ
ｓ
ｕ　

小
松
直
行

〇
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
部
会

【
部
会
長
】
沼
澤
産
業
㈲　

代
表
取
締
役

　

沼
澤
岩
夫
【
副
部
会
長
】
㈱
北
原
産
業

　

代
表
取
締
役　

北
原
正
【
同
】
日
本
・

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱　

代

表
取
締
役　

黒
澤
栄
【
同
】
㈲
ミ
ヤ
カ
ワ

企
画　

代
表
取
締
役　

荒
川
シ
ゲ
ヨ

長
井
商
工
会
議
所

議
員
改
選

部
会
の
新
役
員
紹
介

二
号
議
員
決
ま
る

●９月10日にＴＡＳで行われた工業部会
の臨時総会

●９月９日にＴＡＳで行われた商業部会の
臨時総会

●９月５日にＴＡＳで行われた情報・サー
ビス部会の臨時総会
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県
内
の
消
費
者
の
買
物
動
向
の
状
況
を

調
べ
る
た
め
、
県
内
の
商
工
会
議
所
、
商

工
会
の
協
力
の
も
と
山
形
県
が
3
年
ご
と

に
実
施
し
て
い
る
「
山
形
県
買
物
動
向
調

査
」。
そ
の
平
成
24
年
度
の
調
査
結
果
が

今
年
8
月
に
発
表
さ
れ
た
。

　

長
井
市
の
調
査
結
果
を
見
る
と
、
自
市

内
で
の
購
買
依
存
率
は
、
商
品
総
合
で

75
・
5
％
と
な
っ
て
お
り
、
置
賜
地
域
で

は
米
沢
市
（
89
・
6
％
）、
南
陽
市
（
76
・

5
％
）に
次
い
で
3
番
目
に
高
い【
表
1
】。

買
回
品
で
は
、
長
井
市
内
で
54
・
4
％
だ

が
、
山
形
市
へ
の
流
出
率
が
19
・
9
％
と

前
回
調
査
よ
り
2
・
8
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
て
い
る
。
長
井
市
の
商
圏
に
つ
い
て

は
、
買
回
品
に
お
い
て
自
市
購
買
依
存
率

が
低
下
し
て
い
る
が
、
最
寄
品
、
買
回
品

と
も
に
飯
豊
町
、
白
鷹
町
、
小
国
町
、
川

西
町
か
ら
の
流
入
が
増
加
し
て
い
る
。
前

回
、
県
内
全
市
中
で
最
も
高
か
っ
た
自
市

内
の
商
店
街
利
用
頻
度
は
、
週
3
回
以

上
利
用
の
割
合
は
32
・
1
％
で
、
東
根
市

（
35
・
4
％
）、
寒
河
江
市
（
34
・
3
％
）、

南
陽
市
（
33
・
6
％
）
に
次
い
で
４
位

の
数
字
と
な
っ
て
い
る
【
表
2
】。
街
路

事
業
が
あ
る
程
度
整
備
さ
れ
た
東
根
市
と

南
陽
市
に
お
い
て
、
前
回
よ
り
も
自
市
内

の
商
店
街
利
用
頻
度
が
高
く
な
っ
て
い
る

点
を
見
る
と
、
長
井
市
の
中
心
商
店
街
に

お
け
る
街
路
事
業
に
つ
い
て
も
早
期
の
工

事
完
成
が
望
ま
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
買
物
を
し
た
こ
と
が
あ

る
割
合
（
全
体
）
は
64
・
8
％
と
、
前
回

調
査
時
（
52
・
6
％
）
よ
り
12
・
2
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
、
買
物
を
す
る
頻
度
も
高
く

な
っ
て
き
て
い
る
【
表
3
】。
今
回
の
調

査
に
は
、
震
災
以
降
の
買
物
の
変
化
に
つ

い
て
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
変
化
の
有
無

に
つ
い
て
は
「
あ
る
」
が
43
・
２
％
で
あ

る
が
【
表
4
】、
自
市
町
村
の
中
心
部
の

商
店
街
の
買
物
頻
度
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ

て
い
な
い
【
表
5
】。

　

詳
細
は
山
形
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

可
能
。

平成 24 年度
山　形　県
買物動向調査

■　インターネットでの買物が増加傾向
■　震災以降の商店街利用頻度変わらず

＝移り変わる商圏の実態明らかに＝

商店街利用頻度の高さ

長井市が県内全市中４位

表１　自市町村購買依存率

表2　自市内の中心部の商店街利用頻度

市町村 商品総合計 最寄品計 買回品計 外　食 レジャー・娯楽
山 形 県 計 95.3 98.2 89.6 93.3 72.7
米 沢 市 89.6 94.3 80.5 71.6 42.9
南 陽 市 76.5 86.6 57.1 50.1 15.9
高 畠 町 23.3 30.3 10.1 10.8 1.7
川 西 町 30.3 41.1 9.9 8.8 1.4
長 井 市 75.5 86.4 54.4 41.0 17.5
小 国 町 38.5 48.7 16.1 17.4 3.9
白 鷹 町 46.3 58.2 23.8 17.8 5.5
飯 豊 町 12.5 16.9 3.8 13.3 4.7
置 賜 地 域 計 88.4 94.7 76.2 73.3 42.9

週 3回以上 週1〜2回 月1〜2回
程度

2〜3ヵ月
に1回程度

ほとんど
利用しない 商店街がない

県 計 19.9 22.3 16.5 8.5 29.1 2.0
山 形 市 10.0 16.1 22.4 14.6 34.9 0.6
上 山 市 18.4 25.5 14.5 7.1 31.0 0.8
天 童 市 31.0 30.2 13.6 4.4 13.6 1.5
寒河江市 34.3 20.8 8.3 4.0 28.4 1.3
村 山 市 13.0 24.5 15.5 5.0 37.0 4.5
東 根 市 35.4 33.0 10.1 3.6 16.1 1.5
尾花沢市 21.7 24.0 32.6 10.1 11.6 ─
新 庄 市 16.4 20.3 14.8 6.7 39.4 0.6
米 沢 市 13.9 18.0 17.8 10.2 36.2 2.4
南 陽 市 33.6 29.4 6.6 1.9 23.7 3.8
長 井 市 32.1 35.4 16.5 3.8 11.8 0.4
鶴 岡 市 20.3 18.0 13.1 7.6 36.8 2.5
酒 田 市 19.3 17.7 16.7 9.7 32.9 2.0

（単位：％）

（単位：％）

（注）調査結果の数字は無回答を除いているため、合計で 100%とはならない。

表3　インターネットで買物をしたことがある割合（全体）
H24 H21 H18 H15
64.8％ 52.6％ 34.4％ 28.7％

表4　震災以降の買物の変化

※調査結果の数字は無回答を
除いているため、合計で
100％とはならない。

ある ない
県 計 43.2％ 53.6％
村 山 地 域 45.1％ 51.3％
最 上 地 域 43.0％ 53.6％
置 賜 地 域 46.2％ 51.6％
庄 内 地 域 37.3％ 59.6％

表5　震災以降の自市町村の中心部の商店街の買物頻度

※調査結果の数字は無回答を
除いているため、合計で
100％とはならない。

増えた 減った 変わらない
県 計 9.7％ 10.6％ 78.8％
村山地域 8.4％ 11.2％ 79.0％
最上地域 16.4％ 8.2％ 75.4％
置賜地域 10.6％ 9.0％ 79.6％
庄内地域 9.7％ 11.0％ 78.5％
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に
基
づ
き
料
金
の
支
払
を
受
け
る
権
利

が
確
定
す
る
も
の
で
す
。

①　

電
気
の
供
給

②　

ガ
ス
の
供
給

③　

水
道
水
又
は
工
業
用
水
の
供
給
及

び
下
水
道
を
使
用
さ
せ
る
行
為

④　

電
気
通
信
役
務
の
提
供

⑤　

熱
供
給
及
び
温
泉
の
供
給

３
．「
予
約
販
売
に
係
る
書
籍
等
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
経
過
措
置

　

事
業
者
が
、
指
定
日
前
（
平
成
25
年

9
月
30
日
ま
で
）
に
締
結
し
た
不
特
定

か
つ
多
数
の
者
に
対
す
る
定
期
継
続
供

給
（
注
）
契
約
に
基
づ
き
譲
渡
す
る
書

籍
そ
の
他
の
物
品
に
係
る
対
価
の
全
部

　

列
車
の
乗
車
券
・
指
定

席
券
や
映
画
の
前
売
り
券

の
販
売
等
に
つ
い
て
も
、

支
払
い
の
時
期
と
役
務
提

供
の
時
期
と
が
施
行
日
を
ま
た
ぐ
場
合
、
経

過
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
消
費
税
率
の

引
上
げ
に
よ
り
電
車
運
賃
も
値
上
げ
さ
れ
る

こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、
施
行
日
以
降
の
定

期
券
や
乗
車
券
を
購
入
す
る
場
合
、
施
行
日

２
．「
電
気
料
金
等
」
に
関
す
る
経
過
措
置

　

事
業
者
が
継
続
的
に
供
給
し
、
又
は

提
供
す
る
こ
と
を
約
す
る
契
約
に
基
づ

き
、
施
行
日
前
（
平
成
26
年
3
月
31
日

以
前
）
か
ら
継
続
し
て
供
給
し
、
又
は

提
供
さ
れ
る
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
水
及

び
電
気
通
信
役
務
で
、
施
行
日
（
平
成

26
年
4
月
1
日
）
か
ら
平
成
26
年
4
月

30
日
ま
で
の
間
に
料
金
の
支
払
い
を
受

け
る
権
利
が
確
定
す
る
も
の
（
平
成
26

年
4
月
30
日
後
に
初
め
て
料
金
の
支
払

を
受
け
る
権
利
が
確
定
す
る
も
の
に

あ
っ
て
は
そ
の
確
定
し
た
も
の
の
う
ち

一
定
部
分
に
限
り
ま
す
。）
に
つ
い
て

は
、
改
正
前
の
税
率
（
5
％
）
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
経
過
措
置
の
対
象
と
な
る
の
は
、

次
に
掲
げ
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
の
う

ち
、
検
針
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
行
為

以
後
に
行
わ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
課
税

資
産
の
譲
渡
等
に
つ
い
て
は
、
改
正
前

の
税
率
（
５
％
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
経
過
措
置
の
適
用
対
象
と
な
る
旅

客
運
賃
等
の
範
囲
は
、
以
下
の
と
お
り

で
す
。

①　

汽
車
、
電
車
、
乗
合
自
動
車
、
船

舶
又
は
航
空
機
に
係
る
旅
客
運
賃

（
料
金
を
含
む
。）

②　

映
画
、
演
劇
、
演
芸
、
音
楽
、
ス

ポ
ー
ツ
又
は
見
せ
物
を
不
特
定
か
つ

多
数
の
者
に
見
せ
、
又
は
聴
か
せ
る

場
所
へ
の
入
場
料
金

③　

競
馬
場
、
競
輪
場
、
小
型
自
動
車

競
走
場
又
は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

場
へ
の
入
場
料
金

④　

美
術
館
、
遊
園
地
、
動
物
園
、
博

覧
会
の
会
場
そ
の
他
不
特
定
か
つ
多

数
の
者
が
入
場
す
る
施
設
又
は
場
所

で
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
へ
の
入
場

料
金

（
は
じ
め
に
）

　

消
費
税
法
改
正
に
伴
う
改
正
後
の
税

率
は
、
原
則
と
し
て
、
施
行
日
以
後
に

国
内
に
お
い
て
事
業
者
が
行
う
「
資
産

の
譲
渡
等
」
及
び
「
課
税
仕
入
れ
及
び

保
税
地
域
か
ら
引
き
取
ら
れ
る
課
税
貨

物
」（
以
下
「
課
税
仕
入
れ
等
」
と
い

い
ま
す
。）
に
係
る
消
費
税
に
つ
い
て

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
施
行
日
（
平
成
26

年
4
月
1
日
）
以
後
に
行
わ
れ
る
資
産

の
譲
渡
等
及
び
課
税
仕
入
れ
等
で
あ
っ

て
も
、
一
定
の
も
の
は
例
外
的
に
改
正

前
の
税
率
（
5
％
）
を
適
用
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
経
過
措

置
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
「
消
費
税
率
引
上
げ
に
向
け

て
の
経
過
措
置
の
対
応
」
の
最
終
回
と

し
て
、
前
2
回
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た

経
過
措
置
の
内
容
や
対
応
に
つ
い
て
解

説
い
た
し
ま
す
。

１
．「
旅
客
運
賃
等
」
に
関
す
る
経
過
措
置

　

事
業
者
が
、
旅
客
運
賃
、
映
画
・
演

劇
を
催
す
場
所
等
へ
の
入
場
料
金
を
施

行
日
前
（
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
）

に
領
収
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
対
価
の
領
収
に
係
る
課
税
資
産
の
譲

渡
等
が
施
行
日（
平
成
26
年
4
月
1
日
）

消費税率引上げに向けての経過措置の対応（第3回）

【
キ
ド
先
生
の
コ
メ
ン
ト
】

　

基
本
料
、
付
加
機
能
使

用
料
及
び
通
話
料
等
を
一

括
し
て
利
用
者
に
請
求
す

る
携
帯
電
話
（
電
気
通
信

役
務
の
提
供
）
の
料
金
は
、
一
定
期
間
の
通

話
料
に
応
じ
て
支
払
い
を
受
け
る
権
利
が
確

定
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
こ
の
経
過
措
置
の

適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
料
金
等
で

使
用
料
の
多
寡
に
係
ら
ず
毎
月
、
一
定
額
を

支
払
う
定
額
通
信
料
金
制
の
も
の
は
、
検
針

等
に
よ
り
料
金
の
支
払
い
を
受
け
る
権
利
が

確
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の

経
過
措
置
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
キ
ド
先
生
の
コ
メ
ン
ト
】

前
ま
で
に
購
入
す
れ
ば
、
理
論
的
に
3
％
（
消

費
税
率
8
％
─
5
％
）
だ
け
値
段
が
異
な
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
者
が
施
行
日
前
（
平
成
26
年

3
月
31
日
ま
で
）
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
現
金
を

チ
ャ
ー
ジ
（
入
金
）
し
、
施
行
日
（
平
成
26

年
4
月
1
日
）
以
後
に
そ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に

よ
り
乗
車
券
等
を
購
入
す
る
場
合
、
又
は
乗
車

等
す
る
場
合
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
へ
現
金
が
チ
ャ
ー

ジ
（
入
金
）
さ
れ
た
時
点
で
は
乗
車
券
等
の

販
売
を
行
っ
て
い
る
こ
と
と
な
り
ま
せ
ん
か

ら
、
経
過
措
置
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

約
に
係
る
販
売
を
除
き
ま
す
。
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た
り
解
説
し
て
き
ま
し
た
が
、
ご
自
分

の
事
業
や
経
営
に
お
い
て
ど
の
経
過
措

置
を
活
用
で
き
る
の
か
を
も
う
一
度
見

直
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
則
課
税
計
算
の
課
税
事
業
者
は
、

経
過
措
置
の
活
用
の
有
無
に
よ
っ
て
事

業
に
お
け
る
最
終
利
益
は
影
響
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
一
時
的
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
に
影
響
が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
簡
易
課
税
計
算
を
選
択
し
て
い

る
課
税
事
業
者
や
免
税
事
業
者
の
方
は

自
社
に
有
利
な
経
過
措
置
の
活
用
を
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
最
寄
り
の
商
工
会
議
所
に

お
け
る
税
理
士
の
相
談
窓
口
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
向
け
て
の
経

過
措
置
の
対
応
に
つ
い
て
全
3
回
に
わ

で
、
入
居
期
間
中
の
介
護
料
金
（
消
費

税
が
非
課
税
と
さ
れ
る
も
の
を
除
き
ま

す
。）を
入
居
一
時
金
と
し
て
受
け
取
っ

て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
一
時
金
に
つ
い

て
事
業
者
が
事
情
の
変
更
そ
の
他
の
理

由
に
よ
り
そ
の
額
の
変
更
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
な
い
も
の
に

基
づ
き
、
施
行
日
前
（
平
成
26
年
3
月

31
日
ま
で
）
か
ら
施
行
日
（
平
成
26
年

4
月
1
日
）
以
後
引
き
続
き
介
護
に
係

る
役
務
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
施
行
日
（
平
成
26
年
4
月
1
日
）

以
後
に
行
わ
れ
る
入
居
一
時
金
に
対
応

す
る
役
務
の
提
供
に
つ
い
て
は
改
正
前

の
税
率
（
5
％
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

５
．「
特
定
新
聞
等
」
に
関
す
る
経
過
措
置

　

事
業
者
が
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者

に
週
、
月
そ
の
他
の
一
定
の
期
間
を
周

期
と
し
て
定
期
的
に
発
行
さ
れ
る
新
聞

又
は
雑
誌
で
、
そ
の
発
行
者
が
指
定
す

る
発
売
日
が
施
行
日
前
（
平
成
26
年
3

月
31
日
ま
で
）
で
あ
る
も
の
（
特
定
新

聞
等
）
を
施
行
日
（
平
成
26
年
4
月
1

日
）
以
後
に
譲
渡
す
る
場
合
、
そ
の
譲

渡
に
つ
い
て
は
改
正
前
の
税
率（
5
％
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

６
．「
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
介
護
サ
ー
ビ
ス
）」

に
関
す
る
経
過
措
置

　

事
業
者
が
、
指
定
日
前
（
平
成
25
年

9
月
30
日
ま
で
）
に
締
結
し
た
有
料
老

人
ホ
ー
ム
に
係
る
終
身
入
居
契
約（
注
）

又
は
一
部
を
施
行
日
前
（
平
成
26
年
3

月
31
日
ま
で
）
に
領
収
し
て
い
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
書
籍
等
の
譲
渡
を
施

行
日
（
平
成
26
年
4
月
1
日
）
以
後
に

行
う
と
き
は
、
そ
の
領
収
し
た
対
価
に

係
る
部
分
の
書
籍
等
の
譲
渡
に
つ
い
て

は
改
正
前
の
税
率
（
5
％
）
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

４
．「
通
信
販
売
等
」
に
関
す
る
経
過
措
置

　

通
信
販
売
（
注
）
の
方
法
に
よ
り
商

品
を
販
売
す
る
事
業
者
が
、
指
定
日
前

（
平
成
25
年
9
月
30
日
ま
で
）
に
そ
の

販
売
価
格
等
の
条
件
を
提
示
し
、
又
は

提
示
す
る
準
備
を
完
了
し
た
場
合
に
お

い
て
、
施
行
日
前
（
平
成
26
年
3
月
31

日
ま
で
）
に
申
込
み
を
受
け
、
提
示
し

た
条
件
に
従
っ
て
施
行
日
（
平
成
26
年

4
月
1
日
）
以
後
に
商
品
を
販
売
す
る

と
き
は
、
そ
の
商
品
の
販
売
に
つ
い
て

は
改
正
前
の
税
率
（
5
％
）
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

上
記
の
有
料
老
人
ホ
ー

ム
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
）
に

つ
い
て
、
指
定
日
（
平
成

25
年
10
月
1
日
）
以
後
に

入
居
一
時
金
の
額
の
変
更
が
行
わ
れ
た
場
合

に
は
、
そ
の
変
更
後
に
行
う
役
務
の
提
供
に

つ
い
て
は
、
こ
の
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

【
キ
ド
先
生
の
コ
メ
ン
ト
】

　

こ
こ
で
い
う
「
販
売
価

格
等
の
条
件
を
提
示
す
る

準
備
を
完
了
し
た
場
合
」

と
は
、
販
売
条
件
等
の
提

示
方
法
に
応
じ
、
い
つ
で
も
提
示
す
る
こ
と

が
出
来
る
状
態
に
あ
る
場
合
を
言
い
ま
す
か

ら
、
例
え
ば
、
販
売
条
件
等
を
掲
載
し
た
カ

タ
ロ
グ
等
の
印
刷
物
の
作
成
を
完
了
し
た
場

合
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

【
キ
ド
先
生
の
コ
メ
ン
ト
】

城
所 

弘
明
（
キ
ド
コ
ロ 

ヒ
ロ
ア
キ
）

役
職
：
所
長 

公
認
会
計
士
・
税
理
士
・
行

政
書
士

所
属
：
城
所
会
計
事
務
所

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

横
浜
国
立
大
学
を
卒
業
し
、
１
９
８
０
年
公

認
会
計
士
及
び
税
理
士
の
登
録
。

現
在
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
「
経
営
研

究
調
査
会
」
事
業
承
継
専
門
部
会 

部
会
長
、

日
本
商
工
会
議
所
「
税
制
専
門
委
員
会
」
学

識
委
員
。

著
書
に
は
、『
実
践 

経
営
改
善
計
画
の
進
め

方
』（
清
文
社
）、『
社
長
さ
ん
必
読
！
プ
ロ

が
教
え
る
事
業
承
継
の
税
金
と
法
律
』（
東

洋
経
済
新
報
社
）、『
専
門
家
の
た
め
の
Ｑ
＆

Ａ
経
営
承
継
円
滑
化
法
・
事
業
承
継
税
制
徹

底
活
用
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
等
が
あ
る
。

（
注
）　　

「
定
期
継
続
供
給
」
と
は
、
週
、
月
、
年
そ

の
他
一
定
の
周
期
を
単
位
と
し
、
お
お
む
ね

規
則
的
に
継
続
し
て
供
給
す
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

（
注
）	　

通
信
販
売
と
は
、
一
般
に
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、

チ
ラ
シ
、
カ
タ
ロ
グ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

の
媒
体
を
通
じ
て
購
読
者
又
は
視
聴
者
等
に

対
し
て
販
売
条
件
を
提
示
し
、
郵
便
・
電
話

そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
売
買
契
約
の
申
込
み

を
受
け
て
そ
の
提
示
し
た
条
件
に
従
っ
て
行

う
商
品
の
販
売
を
い
い
、
予
約
販
売
に
係
る

書
籍
等
に
関
す
る
経
過
措
置
に
規
定
す
る
契

約
に
係
る
販
売
を
除
き
ま
す
。

（
注
）　　

終
身
入
居
契
約
と
は
、
そ
の
契
約
に
基
づ
き
、

そ
の
契
約
の
相
手
方
が
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に

入
居
す
る
際
に
一
時
金
を
支
払
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
終
身
居
住
す

る
権
利
を
取
得
す
る
も
の
を
い
い
ま
す
。
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地域経済指標・ＬＯＢＯ調査

★長井市の人口　平成25年8月31日現在
　人　口　28,734人（男 13,889人、女 14,845人）
　世帯数　9,743

地域経済指標地域経済指標
★山形県企業倒産状況 ★建築確認申請状況

★月別求人倍率・有効求人・有効求職の状況（パートタイムを含む全数）（負債総額 1,000万円以上） （長井市）
【平成25年8月末現在】
負債額単位：百万円 【平成25年8月延べ面積単位：㎡】

【業種別】 件　数
※（　）は、西置賜の数字 ％ 負債総額

（百万円） ％

一 次 産 業
（農林漁業・鉱業） 　

建 設 業 1　 25.0 190 37.6

製 造 業 　

卸 売 業 1　 25.0 50 9.9

小 売 業 2　 50.0 265 52.5

金融・保険業

不 動 産 業

運輸・通信業

サービス業

計 4　 100.0 505 100.0
協力／㈱東京商工リサーチ山形支店 協力／ハローワーク長井

協力／長井市まち住まい整備課

新　築 増改築

専用住宅
件　　数 6 2

延べ面積 1,136.19 73.32

併用住宅
件　　数 2 0

延べ面積 282.33 0.00

そ の 他
（工場・　
店舗含）

件　　数 2 0

延べ面積 231.24 0.00

合　　計
件　　数 10 2

面　　積 1,649.76 73.32
月

項目 Ｈ24.7月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 Ｈ25.1月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月
有効求人
倍　　率 0.72 0.65 0.66 0.67 0.76 0.74 0.71 0.81 0.84 0.69 0.71 0.78 0.84
有　　効
求 人 数 835 758 749 749 849 822 810 938 1,057 974 967 1,006 1,014
有　　効
求職者数 1,154 1,161 1,133 1,110 1,117 1,110 1,146 1,154 1,257 1,407 1,362 1,289 1,211

LOBO調査

産 業 別 概 況
【全国の8月調査速報】

［商工会議所早期景気観測調査］
※2013年8月16日〜22日に、全国の417商
工会議所が3,127企業などにヒアリング
（東北については、被災を免れた企業や被害が
軽微な企業から回答）

（内訳）建設業　478　製造業　747　卸売業　343
　　　　小売業　750　サービス業　809

業況ＤＩは、回復基調続くも、足元では一進一退で推移

　8月の全産業合計の業況ＤＩは、▲ 15.7 と、前月から
▲ 1.6 ポイントの悪化。燃料や原材料の価格上昇・高止
まりが長期化し、電力料金などの負担増が続く中、依然
として景気回復の実感が得られていないとの声が根強い。
一方、公共工事や住宅関連が下支えする建設業のほか、
消費者マインドの好転や外国人観光客の増加により観光
関連では好調が続く。売上の堅調な推移を背景に、中小
企業の景況感は総じて回復基調が続いているものの、仕
入価格の上昇が採算悪化を招き、今一段の業況改善の足
かせとなるなど、足元では一進一退の動きとなっている。
　先行きについては、先行き見通しＤＩが▲ 12.7（今月
比＋ 3.0 ポイント）と、改善する見込み。仕入価格の上
昇や燃料費・電力料金などのコスト増に伴う収益圧迫が
続いていることから、一部では先行きに対して慎重な姿
勢がみられるものの、堅調な建設業や観光関連が全体を
押し上げているほか、製造業でも自動車や住宅関連など
で持ち直し傾向が続いており、回復基調は継続するとみ
られる。

【建設業】「住宅などの受注が集中し、人手が不足してい
るものの、消費税引き上げに伴う駆け込み需要後の反動
を考えると安易に増員できない」（一般工事業）、「災害
対策などの公共工事の入札が短期間に集中。資金や人手

の調整がつかず、受注は一部に止まっている」（一般工
事業）、「市や県からの受注が増加しているが、燃料価格
の上昇分を転嫁できず、収益を圧迫」（土木工事業）

【製造業】「電力料金や燃料費などの負担が増しているも
のの、取引先からのコストダウン要請が多く、厳しい状
況」（金属加工機械製造業）、「建設機械向けなど、売上
は好調。他方で、受注単価が伸び悩んでおり、期待ほど
利益が上がっていない」（鉄鋼業）、「売上は好転してい
るものの、銅材などの値上げが見込まれるため、経費削
減や生産の効率化に注力する」（自動車部品製造業）

【卸売業】「猛暑や豪雨の影響により、野菜の品質が悪く、
今後の仕入への影響を懸念」（農産物卸売業）、「仕入価
格上昇分の転嫁は半分程度に止まっている。受注を確保
するためには、これ以上の価格転嫁はできない」（食料
品卸売業）、「住宅向けなどの受注は好調に推移している
ものの、来年度以降の落ち込みを懸念」（建築資材卸売業）

【小売業】「夏物衣料や冷感グッズなどは堅調だったもの
の、消費者の節約志向は根強く、業況改善には至ってい
ない」（百貨店）、「原材料価格が高止まりしているものの、
贈答用を中心に売れ行きは好調」（和菓子販売店）、「猛
暑により、日中の来店客数が減少し、売上が伸び悩んだ」
（商店街）

【サービス業】「飲料の受注が例年以上の水準となったが、
輸送単価が低く、燃料費の上昇もあり、収益に結びつい
ていない」（運送業）、「帰省客の利用が好調だったこと
もあり、来店客数は通常の３倍近くに上った」（飲食店）、
「近隣の都市を含め、観光客が大幅に増加。売上も好調
に推移した」（旅館業）



長井

長井ロボットプロジェクト責任監修

　

山
形
大
で
行
わ
れ
て
い
る
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
に

長
井
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
関
わ
っ
て
い
る
。
概
要

と
経
緯
に
つ
い
て
リ
ポ
ー
ト
す
る
。（
本
文
は
小
関
博
資
・

昌
和
製
作
所
社
長
）

☆

　

前
回
、
原
発
対
応
で
遅
れ
を
と
っ
た
日
本
製
災
害
救
助

ロ
ボ
ッ
ト
が
や
っ
と
活
躍
し
始
め
た
事
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

そ
の
原
動
力
に
な
っ
た
の
が
、
国
際
レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ス

テ
ム
研
究
機
構
で
あ
る
。

　

名
前
に
国
際
と
あ
る
が
、
拠
点
は
神
戸
市
に
あ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
役
員
も
皆
日
本
人
で
あ
る
。

　

神
戸
と
い
う
こ
と
で
ピ
ン
と
来
た
と
思
う
が
、

１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
〝
大
都

市
大
震
災
軽
減
化
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟
を
文
科
省
で
立

ち
上
げ
た
際
に
受
け
皿
と
し
て
発
足
し
た
組
織
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
０
２
年
〜
06
年
ま
で
の
４
年
間

実
施
さ
れ
、
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
次
世
代
防
災
イ
ン
フ
ラ
構

築
で
あ
る
。

・
上
空
、
瓦
礫
上
、
瓦
礫
内
で
活
動
で
き
る
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ユ
ニ
ッ
ト

・
災
害
停
電
時
で
も
情
報
を
伝
達
で
き
る
社
会
イ
ン
フ

ラ
ユ
ニ
ッ
ト

　

こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
３
３
の
大
学
研
究
機
関
が
参

加
　

上
空
か
ら
災
害
を
監
視
で
き
る
エ
ア
ロ
ロ
ボ
ッ
ト
、
瓦

礫
の
上
を
移
動
し
て
要
救
助
者
を
探
す
多
脚
ロ
ボ
ッ
ト
、

瓦
礫
の
中
を
探
索
す
る
蛇
型
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
阪
神
大
震

災
の
経
験
か
ら
必
要
と
考
え
ら
れ
た
も
の
が
数
多
く
研
究

開
発
さ
れ
た
。

　

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
中
、
２
０
０
４
年
10
月
に
新

潟
中
越
地
震
が
発
生
。
早
速
試
作
さ
れ
た
蛇
型
ロ
ボ
ッ
ト

が
現
場
に
投
入
さ
れ
た
が
、
全
く
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
活

躍
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
は
様
々
あ
っ
た
が
、
ロ

ボ
ッ
ト
を
現
場
ま
で
運
ぶ
手
段
が
無
か
っ
た
点
が
大
き
い
。

震
災
直
後
は
道
路
が
陥
没
し
て
い
た
り
す
る
の
で
、
車
が

使
え
な
い
。

　

空
輸
す
る
し
か
な
か
っ
た
が
、
現
場
の
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

員
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
作
方
法
を
知
ら
な
い
た
め
使
え
な

か
っ
た
な
ど
、
災
害
対
応
現
場
で
役
立
た
せ
る
た
め
の
訓

練
が
欠
如
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
２
０
０
６
年
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
打
ち
切
ら
れ
、

災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
は
下
火
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

し
か
し
神
戸
大
学
の
田
所
助
教
授
（
当
時
）
は
、
自

身
が
阪
神
大
震
災
を
経
験
し
た
こ
と
か
ら
、
国
際
レ
ス

キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
の
会
長
と
し
て
活
動
を
継
続

し
て
き
た
。

　

職
場
も
神
戸
か
ら
東
北
大
学
の
教
授
に
な
り
、
新
た
に

〝
戦
略
的
先
端
ロ
ボ
ッ
ト
要
素
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟

の
一
環
と
し
て
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
を
継
続
さ

せ
て
い
た
。

　

そ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
程
度
か
た
ち
に
な
っ

て
き
た
矢
先
に
、
今
度
は
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
る
。

　

田
所
教
授
は
、
阪
神
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災
と
も
に

現
地
で
経
験
す
る
こ
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

新
潟
中
越
地
震
で
投
入
し
て
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た

経
験
か
ら
、
今
回
は
慎
重
に
進
め
て
き
た
。
千
葉
工
大
や

他
の
大
学
研
究
者
と
も
連
携
し
、
様
々
な
意
見
を
も
と
に

改
良
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
福
島
原
発
の
調
査
復
旧
に
役

立
っ
て
い
る
。

　

山
形
大
学
で
も
災
害
復
旧
に
役
立
た
せ
る
〝
瓦
礫
上
移

動
多
脚
ロ
ボ
ッ
ト
〟
を
研
究
開
発
中
で
長
井
ロ
ボ
ッ
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
製
作
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　

昨
年
は
ア
メ
リ
カ
の
学
会
で
も
発
表
、
先
端
ハ
ン
ド
の

開
発
も
進
め
今
年
は
身
長
１
２
０
㎝
程
度
の
大
き
さ
で
製

作
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

福
島
の
汚
染
水
対
策
や
今
後
心
配
さ
れ
る
関
東
大
震
災

で
、
少
し
で
も
役
に
立
つ
ロ
ボ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
と
日
本

の
研
究
者
は
日
夜
努
力
し
て
い
る
。

　

次
回
は
日
本
の
高
齢
化
に
対
し
て
期
待
さ
れ
る
介
護
福

祉
ロ
ボ
ッ
ト
の
今
後
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た
い
。

〝大都市大震災軽減化特別プ
ロジェクト〟

６脚＆４脚２腕モードにフレキ
シブルに対応するロボット（山
形大学）
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長
井
商
工
会
議
所
青
年
部
会
Ｏ
Ｂ
会

（
齋
藤
喜
内
会
長
）
は
、
魚
味
旬
彩
金
太

郎
で
新
入
会
員
の
歓
迎
会
を
開
催
し
た
。

長
井
商
工
会
議
所
青
年
部
会
で
は
2
年
間

の
定
年
延
長
に
よ
り
、
こ
の
春
に
2
年
ぶ

り
と
な
る
卒
業
生
7
名
を
輩
出
。
Ｏ
Ｂ
会

に
お
い
て
も
久
し
振
り
に
待
望
の
新
入
会

員
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
回

は
新
入
会
員
を
含
め
約
20
名
の
会
員
が
参

加
。
志
を
同
じ
く
し
た
仲
間
と
し
て
、
今

後
と
も
青
年
部
会
の
活
動
支
援
と
地
域
発

展
に
尽
力
し
て
い
く
こ
と
を
共
に
誓
い

合
っ
た
。

　

長
井
商
工
会
議
所
で
進
め
る
西
置
賜
地

域
若
者
就
職
支
援
調
査
事
業
の
一
環
で
、

小
国
高
校
3
年
生
の
就
職
希
望
者
約
40
名

を
対
象
に
し
た
模
擬
面
接
会
を
実
施
し
た
。

当
所
の
西
置
賜
地
域
若
者
就
職
支
援
調
査

員
を
含
む
8
名
の
企
業
人
事
担
当
者
等
が

面
接
官
役
と
し
て
講
師
を
務
め
、
本
番
さ

な
が
ら
の
雰
囲
気
の
中
、
生
徒
た
ち
は
緊

張
し
た
面
持
ち
で
面
接
に
挑
ん
だ
。
模
擬

面
接
は
4
部
屋
に
2
名
ず
つ
の
面
接
官
を

配
置
し
、
生
徒
5
人
1
組
が
2
回
ず
つ
面

接
を
行
っ
た
。

　

長
井
商
工
会
議
所
女
性
会
（
鈴
木
富
美

子
会
長
）
は
、
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
第

45
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
宮

城
全
国
大
会
に
参
加
し
た
。
「
あ
り
が
と

う
！
明
る
い
未
来
に
つ
な
げ
る
絆
」
を

テ
ー
マ
に
、
全
国
か
ら
３
５
０
０
人
以
上

の
会
員
が
仙
台
市
体
育
館
に
集
合
。
式
典

の
後
、
東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
の
川

島
隆
太
教
授
を
講
師
に
「
脳
を
知
り
、
脳

を
育
み
、
脳
を
鍛
え
る
」
と
題
し
た
記
念

講
演
会
を
聴
講
し
た
。
前
日
に
は
仙
台
ま

ち
散
歩
や
懇
親
会
も
行
わ
れ
、
当
所
か
ら

16
名
の
会
員
が
参
加
し
た
。

9/2

新
入
会
員
の
歓
迎
会

青年部
ＯＢ会

9/4

9/6

小
国
高
校
で
模
擬

面
接
会

宮
城
で
全
国
大
会

若者就職
支援事業

　

一
般
社
団
法
人
全
国
労
働
保
険
事
務
組

合
連
合
会
山
形
支
部
と
、
事
務
組
合
を
受

け
持
つ
長
井
商
工
会
議
所
、
小
国
町
商

工
会
、
白
鷹
町
商
工
会
、
飯
豊
町
商
工

会
、
長
井
白
鷹
建
設
組
合
、
白
鷹
ラ
バ
ー

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
各
団
体
主
催
に
よ
り
、

Ｔ
Ａ
Ｓ
を
会
場
に
労
働
保
険
説
明
会
が
開

催
さ
れ
た
。
長
井
公
共
職
業
安
定
所
が
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
上
手
な
活
用
法
と
求
人
申

込
や
各
種
助
成
金
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、

米
沢
労
働
基
準
監
督
署
が
労
働
災
害
防
止

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
官
が
説
明

し
た
。
委
託
事
業
主
50
名
が
参
加
し
た
。

9/4

委
託
事
業
主
説
明
会

労働保険
事務組合

女性会

●新たな仲間を加えた長井商工会議所青年部会ＯＢ会

●小国高校３年生を対象に模擬面接実施

●雇用保険と労災保険について労働保険事務委託事業主に説明

●仙台市で開催された女性会全国大会に参加
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長
井
商
工
会
議
所
青
年
部
会
（
鈴
木
英

明
会
長
）
は
、
天
童
市
で
開
催
さ
れ
た
日

本
商
工
会
議
所
青
年
部
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
に
参
加
し
た
。
天
童
市
市
民
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
た
記
念
式
典
に
は
、
当
所
か

ら
約
30
名
が
参
加
。
続
く
メ
イ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
お
い
て
、
各
県
代
表
が
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
事
業
を
審
査
す
る
「
Ｙ

Ｅ
Ｇ
事
業
大
賞
」
が
行
わ
れ
、
山
形
県
代

表
と
し
て
選
ば
れ
た
当
所
青
年
部
会
の

「
に
こ
に
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、

寸
劇
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
た
。
そ
の
後

の
分
科
会
で
は
「
ミ
ニ
平
成
鍋
合
戦
」
が

行
わ
れ
、
当
所
青
年
部
会
が
「
旨
し
お
い

も
煮
」
を
出
品
し
た
。

9/21

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

天
童
大
会

青年部会

●日本商工会議所青年部東北ブロック大会が天童市で開催

　

山
形
県
商
工
会
議
所
連
合
会
（
会
長
・

清
野
伸
昭
山
形
商
工
会
議
所
会
頭
）
は
吉

村
美
栄
子
知
事
に
対
し
、
当
所
要
望
3
項

目
を
含
む
計
8
項
目
の
要
望
書
を
提
出
し

た
。
当
所
か
ら
は
横
澤
泰
雄
会
頭
と
佐
藤

義
夫
専
務
理
事
が
、
他
の
県
内
商
工
会
議

所
会
頭
と
と
も
に
県
庁
を
訪
問
し
、
今
年

6
月
に
開
か
れ
た
県
連
総
会
で
決
議
さ
れ

た
要
望
事
項
に
つ
い
て
説
明
。
横
澤
会
頭

が
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
対
す
る
支
援
措

置
に
つ
い
て
吉
村
知
事
に
求
め
る
と
、
知

事
よ
り
「
9
月
の
県
議
会
定
例
会
で
具
体

的
に
示
し
た
い
」
と
の
回
答
を
得
た
。
県

連
で
は
同
日
、
鈴
木
正
法
県
議
会
議
長
に

も
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

消
費
税
率
の
2
段
階
引
き
上
げ
に
伴
う
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
に
及
ぼ
す

影
響
を
最
小
限
に
止
め
る
た
め
、
商
工
会

議
所
で
は
価
格
転
嫁
対
策
、
経
過
措
置
対

応
な
ど
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
相

談
窓
口
開
設
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
、
税

負
担
の
軽
減
等
に
重
点
を
置
き
、
正
し
い

消
費
税
の
知
識
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、

消
費
税
増
税
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
Ｔ
Ａ
Ｓ
を

会
場
に
開
催
し
た
。
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ

会
計
事
務
所
代
表
の
池
頭
邦
之
氏
が
講
師

と
し
て
、
経
理
処
理
の
方
法
等
を
解
説
。

約
30
名
が
受
講
し
た
。

9/10

県
連
要
望
書
を
知
事

に
提
出

県連要
望活動

9/12

増
税
対
策
セ
ミ
ナ
ー

消 費 税
転嫁対策

●県連要望書を吉村美栄子知事に手渡した

●２回目となる消費税転嫁対策事業のセミナー
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会 員 談 話 室

13

「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
中
で
使
わ
れ
た
言
葉
で
す
。
今
年
の
流
行
語
大
賞
の
本
命
と
言
わ
れ
る
程

だ
と
か
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
は
日
本
に
と
っ
て
は
非
常
に
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
、
3
兆
円

か
ら
１
５
０
兆
円
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
効
果
を
試
算
す
る
数
字
が
飛
び
交
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
温
泉
や
観
光
資
源
と
い
っ
た
日
本
の
良
さ
を
世
界
に
知
っ
て

も
ら
い
、
国
土
の
狭
さ
を
逆
に
利
用
し
て
、
東
京
か
ら
全
国
各
地
の
観
光
地
へ
導
く

よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
る
こ
と
も
大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
、
復
興
の
力
と
な
る
よ
う

な
大
会
に
な
る
事
を
願
い
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
笑
顔
か
ら
は
じ
ま
る
「
お
も
て
な
し
事
業
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
心
市
街
地
商
店
街
の
奥
様
で
結
成
す
る
「
お
も
て
な
し
メ
ン

バ
ー
」
の
皆
様
が
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
「
お
も
て
な
し
」
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
〝
お
も
て
な
し
傘
〟
の
貸
し
出
し
や
、
長
井
ダ
ム
工
事
の
間
伐
材
で
作
っ
た
〝
お

も
て
な
し
椅
子
〟の
設
置
、手
作
り
の
季
節
の
装
飾（
貝
殻
の
お
雛
様
、絵
手
紙
）、バ
ー

ニ
ッ
ク
の
〝
の
ぼ
り
〟
製
作
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
お
も
て
な
し
」
と
は
、
家
族
と
接
す
る
よ
う
に
、
表
裏
の
無
い
心
で
見
返
り
を

求
め
な
い
対
応
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
表
現
は
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
表
現
で
す
。
答
え
は
１

つ
で
は
な
い
日
本
人
の
「
お
も
て
な
し
」
の
心
、
自
分
の
答
え
を
改
め
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
・
Ｋ
）

編

後

集

記

＋今月の献血＋

10 月 3 日㈭ 山形県立長井高等学校
9:00～12:00

13:30～15:30

10 月 16 日㈬ ㈱ヤマザワ長井店 14:00～16:00

☆全血のみで、200mℓと 400mℓの全血献血ができます。

長井エネルギー懇談会主催

東新潟火力発電所施設見学会
　長井エネルギー懇談会の事業の一環として実施しており
ます、エネルギー関連の施設見学会を、今年度下記のとお
り実施することといたしました。
　今回は、新潟県聖籠町にある東新潟火力発電所の施設見
学会を企画いたしました。その他近隣のふるさと村やせん
べい王国の見学等もありますので、是非ご参加くださいま
すようご案内申しあげます。

●見学日時　平成 25 年 10 月 25 日㈮ 7：50 つつじ公園駐車場集合
     8：00 長井発　18：00 長井着（予定）

●見学場所　東新潟火力発電所（新潟県聖籠町）
●行 程

●参 加 費　会員 1,000 円　※（昼食代、交通費込み）
（10 月 15 日まで下記口座にお振込みいただくか、事
務局までご持参ください）
〔口座：山形銀行長井支店　普通 3158217　長井
エネルギー懇談会　会長　横澤泰雄　会員以外の方は
新規入会を条件に参加費＋年会費（個人会員1,000
円／口 , 団体会員3,000円／口）となります。〕

●定 員　20 名（定員になり次第締め切りとなります。）
●申込〆切　10 月 18 日㈮
●集合場所　つつじ公園駐車場【7：50集合】

〔お問い合わせ先〕　長井商工会議所　総務課　鈴木（☎84-5394）

第 135 回　日商簿記検定試験
試 験 日：平成 25 年 11 月 17 日㈰
受付期間：平成 25 年 9 月 27 日㈮ 〜10 月 18 日㈮
受 験 料：1 級 7,500 円 2 級 4,500 円

３ 級 2,500 円 4 級 1,600 円
申 込 み：当所窓口にて直接申込みいただくか、当所
　　　　　ホームページより申し込みください。

平成 24 年度
生命共済制度【フォルティシモ】利益配当金

お支払いのご連絡
　平成 24 年度生命共済制度の決算を行いましたところ、下
記のとおり利益配当金をお支払いすることになりました。
　尚、昨年は死亡保険金等8件の方々に5,433,750円の
保険金をお支払いさせていただきました。今後共加入者の
方々のニーズにお応えした生命共済制度「フォルティシモ」
をよろしくお願い申しあげます。

振込期日　平成 25 年 10 月 15 日㈫
決算期間　自 平成 24 年 7 月 1 日
　　　　　至 平成 25 年 6 月 30 日

ながい産業フェア2013
日時 ：平成 25 年 10 月 19 日㈯　10：00〜 15：30
会場：ＴＡＳ1階・2階

詳しくは本誌折り込みチラシをご覧ください。
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●地域産業資源活用事業化促進事業
　

昨
年
全
国
で
初
め
て
長
井
商

工
会
議
所
が
定
め
た
8
月
29
日

「
な
が
い
馬
肉
の
日
」
。
今
年

も
「
な
が
い
馬
肉
の
日
作
戦
」

が
実
施
さ
れ
、
当
所
で
作
成
し

た
馬
肉
マ
ッ
プ
発
行
や
串
か
つ

グ
ラ
ン
プ
リ
参
戦
、
馬
肉
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
「
馬
肉
グ
ル
メ

ダ
ー
ビ
ー
」
開
催
な
ど
、
様
々
な
事
業
が
展
開
さ
れ
た
が
、
そ
の

中
で
も
、
当
所
が
平
成
16
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
お
も
て
な
し

事
業
の
推
進
メ
ン
バ
ー
「
お
し
ょ
う
し
な
会
議
」
が
取
り
組
ん

だ
『
お
も
て
な
し
の
ぼ
り
』
の

設
置
と
、
市
民
有
志
で
立
ち
上

げ
た
馬
肉
の
日
を
象
徴
す
る
イ

ベ
ン
ト
『
い
い
が
ら
馬
肉
喰
う

べ
の
会
』
開
催
が
、
自
発
的
な

事
業
と
し
て
大
き
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
。
特
に
『
〜
馬
肉

喰
う
べ
の
会
』
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
交
流
サ
イ
ト
で
１

週
間
前
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

当
日
会
場
の
桑
島
記
念
館
前
に

約
１
３
０
人
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
各
々
が
持
ち
寄
っ
た
50
種

類
以
上
の
料
理
（
う
ち
馬
肉
料

理
15
種
類
以
上
）
を
楽
し
み
な

が
ら
交
流
を
深
め
る
当
地
域
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

２
年
目
の
「
な
が
い
馬
肉
の
日
」

　「
い
い
が
ら
馬
肉
喰
う
べ
の
会
」

盛
大
に
開
催
！

●
串
か
つ
グ
ラ
ン
プ
リ
は
12
品
目
中
8
位
の

成
績

●
8
月
29
日
の
午
後
8
時
29
分
に
記
念
撮
影

ウマドキ通信 「ながい馬肉の日」
マスコット・キャラクター
バーニック・ナガイ

バーニック・ナガイ活動報告

日本一の芋煮会（山形市）に登場しま
した。
第 6 回百年縁日会場内「串かつグラ
ンプリ発表」（大阪市浪速区）に参加。
12 品目中 8位の成績でした。
タウン情報誌「ヨミウリウェイ」に 2ヵ
月連続で掲載されました。
ゆるキャラグランプリ 2013 に出馬し
ました。
YBC開局 60 周年記念イベント（山形
市）に出演しました。
長井 1000 人芋煮会（あやめ公園河川
敷）に登場しました。

◆ 9/1

◆ 9/7

◆ 9/10

◆ 9/17

◆ 9/22

◆ 9/23

バーニック・ナガイ出没予報

もとまち青空フェスティバル 2013（桑
島記念館）に登場します。
すぎな祭（長井市森）に登場します。
江戸川区民まつり（東京都江戸川区）
に登場します。
ながい産業フェア 2013（TAS）に登
場します。
	置賜八食祭（南陽市）に登場します。

◆ 10/6

◆ 10/12
◆ 10/13

◆ 10/19

◆ 10/19
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